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５
回
目
を
迎
え
た
「
や
っ
ぱ

り
家
族
っ
て
い
い
ナ　

い
わ
て

家
庭
の
風
景
／
三
行
詩
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
は
各
部
門
あ
わ
せ

て
前
回
よ
り
３
６
４
点
増
の

４
，
５
４
８
点
（
小
学
生
の
部

2
，
６
０
０
点
、
中
学
生
の
部

1
，
７
４
４
点
、
幼
稚
園
児
の

部
２２
点
、
保
護
者
・
一
般
の
部

１
８
２
点
）
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。
７
月
１3
日
に
審
査
会
が

行
わ
れ
、
以
下
の
入
賞
作
品
が

決
ま
っ
た
。
知
事
賞
、
教
育
長

賞
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞

は
、
８
月
1
日
に
行
わ
れ
た
岩

手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
年
次
表
彰

式
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

な
お
、
文
部
科
学
省
と
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
共
催
で

募
集
期
間
７
月
1
日
か
ら
９
月

３
日
で
「
親
子
で
話
そ
う
！
家

族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー

ル　

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

実
施
通
知
が
あ
っ
た
。
し
か
し

本
年
度
は
年
間
計
画
に
基
づ
き

「
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
募
集

が
始
ま
っ
て
い
た
た
め
、
今
回

は
各
部
門
上
位
５
作
品
を
文
部

科
学
省
と
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
の

コ
ン
ク
ー
ル
推
薦
作
品
と
し
た
。

　

社
団
法
人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
結
成
6０
周
年
記
念
表
彰
式

並
び
に
平
成
２２
年
度
年
次
表
彰

式
が
８
月
1
日
（
日
）
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に
お
い

て
、
岩
手
県
教
育
員
会
教
育
長

（
代
理　

生
涯
学
習
文
化
課
佐

藤
公
一
様
）、
岩
手
県
市
町
村

教
育
委
員
会
協
議
会
長
川
村
登

様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
臨
席
の
下
、
総
勢
１
７
０
余

名
の
出
席
を
得
て
執
り
行
わ
れ

た
。

　

式
で
は
米
澤
慎
悦
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
岩
手
家
庭
の
風
景

／
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞

入
賞
者
９
名
に
表
彰
状
と
記
念

の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。
次
に
結

成
6０
周
年
記
念
表
彰
が
行
わ

れ
、
功
労
賞
と
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。
年
次
表
彰
式
で
は
6

個
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。
ま
た
団
体
表
彰
と

し
て
3０
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
個
人
表
彰
6５

名
の
方
々
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。
表
彰
式
終
了
後
、
引
き

続
い
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
な
が
ら
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
定

刻
通
り
１７
時
3０
分
に
閉
じ
ら
れ

た
。結

成
６０
周
年
記
念
表
彰

【
功
労
賞
】 

敬
称
略

伊
藤　

学
（
前
見
舞
金
給
付
審

査
委
員
・
元
岩
手
県
歯
科
医
師

会
理
事
）
砂
金
文
昭
（
本
会
前

理
事
・
前
岩
手
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
）
藤
原
由
美

子
（
本
会
元
会
長
）
小
野
寺
明

美
（
本
会
元
会
長
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
盛
岡
大
会
大

会
長
）
松
尾
正
弘
（
本
会
前
会

長
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

盛
岡
大
会
実
行
委
員
長
）
川
畑

裕
也
（
本
会
元
副
会
長
・
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
大
会
釜
石
大
会
実
行

委
員
長
）
神
﨑
浩
之
（
本
会
前

副
会
長
）
田
村
善
博
（
本
会
前

副
会
長
）
岡
山　

侑
（
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
盛
岡
大
会
事

務
局
長
）
松
川
邦
夫
（
元
見
舞

金
給
付
審
査
委
員
長
・
元
岩
手

県
小
学
校
長
会
副
会
長
）
故
・

内
藤
實
（
本
会
前
事
務
局
長
）

【
感
謝
状
】 
敬
称
略

（
盛
岡
市
）
佐
々
木
秀
彦　

松

尾
正
弘　

北
條
浩
之　

佐
々

木
賢
治　

熊
谷
佳
子　

吉
田

学　

川
守
田
栄
美
子　

上
野
理

恵
子　

佐
藤
輝
夫　

細
矢
克
己　

高
屋
一
成　

志
村
麻
里
子
（
葛

巻
町
）
川
﨑
美
由
紀
（
岩
手

町
）
八
戸
保
彦
（
滝
沢
村
）
武

田
哲　

川
原
德
昭　

角
掛
利
春

（
紫
波
町
）
阿
部
薫
之　

小
田

島
栄
太
郎
（
矢
巾
町
）
小
野
寺

由
美
子　

小
林
公
弥（
花
巻
市
）

藤
田
充
久　

藤
原
秀
司
（
北
上

市
）
佐
々
木
勝
智　

八
重
樫
則

幸　

高
橋
卓
也　

高
橋
聡
（
西

和
賀
町
）
佐
々
木
浩
輔
（
奥
州

市
）
小
林
伸　

渡
辺
剛　

門
脇

秀
朗　

佐
々
木
正
美　

小
塚
正

人（
金
ケ
崎
町
）梅
田
敏
雄（
一

関
市
）
神
﨑
浩
之　

西
城
正
雄　

浦
田
靖
彦
（
平
泉
町
）
瀧
澤
利

幸
（
藤
沢
町
）
千
葉
仁
（
大
船

渡
市
）
今
野
秀
治　

佐
々
木
健

（
陸
前
高
田
市
）
佐
藤
伯
一
（
釜

石
市
）
澤
田
恭
子　

和
田
雅
己

（
大
槌
町
）
佐
藤
多
可
子
（
遠

野
市
）
菊
池
信
一　

金
田
一
文

隆
（
宮
古
市
）
中
澤
勤　

宮
本

良
雄　

舘
昭
一
（
山
田
町
）
豊

間
根
保
志
（
岩
泉
町
）
竹
花
純

一（
田
野
畑
村
）𠮷
塚
公
雄（
久

慈
市
）
對
馬
博
貴　

新
里
明
彦

（
洋
野
町
）
吹
切
功
一
（
普
代

村
）
森
田
幸
一
（
野
田
村
）
道

上
文
明
（
二
戸
市
）
田
口
庄
司　

高
畑
久
壽
（
軽
米
町
）
舘
坂
久

人（
九
戸
村
）保
大
木
信
子（
一

戸
町
）
田
中
辰
也

年
次
表
彰

【
感
謝
状
】 

敬
称
略

松
尾
正
弘
（
前
本
会
会
長
）

田
村
善
博
（
前
本
会
副
会
長
）

八
戸
保
彦
（
前
本
会
副
会
長
）

佐
藤
良
二
（
前
本
会
副
会
長
）

神
﨑
浩
之
（
前
本
会
副
会
長
）

澤
口　

修
（
前
本
会
副
会
長
）

【
団
体
表
彰
】 

敬
称
略

（
盛
岡
市
）
杜
陵
小
父
母
と
教

師
の
会　

津
志
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ　

渋
民
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
八
幡
平
市
）
松
尾
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
岩
手
町
）
南
山
形
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
滝
沢
村
）
柳
沢
小
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
矢
巾
町
）
矢
巾
北
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
花
巻
市
）
矢
沢
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
北
上
市
）
二
子
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

江
釣
子
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
奥
州
市
）

胆
沢
愛
宕
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

衣
里
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
関
市
）
厳
美
中
Ｐ

Ｔ
Ａ 　
室
根
中
Ｐ
Ｔ
Ａ　

大

原
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
船
渡
市
）
立

根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
陸
前
高
田
市
）

米
崎
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
釜
石
市
）
釜

石
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
遠
野
市
）
宮

守
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
宮
古
市
）
小

国
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

崎
山
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
岩
泉
町
）
中
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
田
野
畑
村
）
田
野
畑
中
Ｐ
Ｔ

Ａ　
（
久
慈
市
）
夏
井
小
Ｐ
Ｔ

Ａ　

夏
井
中
Ｐ
Ｔ
Ａ（
洋
野
町
）

宿
戸
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
二
戸
市
）

石
切
所
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
軽
米
町
）

晴
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
戸
町
）
鳥

海
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
個
人
表
彰
】�

敬
称
略

（
盛
岡
市
）
鎌
田
達
也　

村
上
貢

一　

庄
司
裕　

富
樫
正
幸　

竹

澤
浩
佳　

鈴
木
祐
子　

長
澤
秀

則　

一
戸
く
に
子
（
八
幡
平
市
）

田
村
真
行　

近
江
谷
春
彦
（
雫

石
町
）
星
征
一
（
葛
巻
町
）
村

中
千
鶴
子（
岩
手
町
）大
宮
元（
滝

沢
村
）
三
田
地
芳
敬
（
紫
波
町
）

戸
塚
昌
弘
（
矢
巾
町
）
八
重
畑
栄

喜
（
花
巻
市
）
熊
谷
利
昭　

梅
坂

俊
哉　

松
葉
孝
博
（
北
上
市
）
高

橋
穏
至　

門
脇
悌
志　

平
藤
明

（
奥
州
市
）
菅
原
勝
一　

千
葉
有　

早
川
正　

千
葉
美
喜
夫　

千
葉

慶
悦（
金
ケ
崎
町
）佐
藤
良
二（
一

関
市
）
鈴
木
文
雄　

熊
谷
孝
広　

佐
藤
文
雄　

中
川
修　

小
野
寺

俊
哉　

小
野
寺
幸
正　

菅
原
伸

行
（
平
泉
町
）
菅
原
政
俊（
藤
沢

町
）伊
藤
求（
大
船
渡
市
）
鈴
木

康
介　

新
田
賢
一
（
陸
前
高
田

市
）
遠
藤
健
司
（
住
田
町
）吉
田

秀
昭　

神
田
謙
一（
釜
石
市
）澤

口
修　

佐
々
木
昌
貴（
大
槌
町
）

田
中
盛（
遠
野
市
）佐
々
木
晶
士

（
宮
古
市
）
佐
々
木
克
明　

坂
下

昭
弘　

古
舘
誠
司　

長
谷
川
孝

広（
山
田
町
）
上
林
浄（
岩
泉
町
）

合
砂
哲
夫　

菊
地
辰
美（
田
野
畑

村
）三
浦
明
治
（
久
慈
市
）
谷
地

敏
和　

大
澤
守　

田
村
善
博
（
洋

野
町
）
東
井
千
明　

橋
本
久
（
普

代
村
）
高
屋
敷
久
人
（
二
戸
市
）

沢
内
真
申（
軽
米
町
）圃
田
健
治

（
九
戸
村
）上
山
昭
一（
一
戸
町
）

大
平
四
郎　

坂
下
嘉
美

米澤慎悦会長挨拶

三行詩表彰

結
成
６０
周
年
記
念
表
彰
式

平
成
２２
年
度
年
次
表
彰
式

岩
手
県
知
事
賞
（
２
作
品
）

◆
滝
沢
村
立
篠
木
小
学
校�

　四
年　

畠
山　

翔
聖

家
族
み
ん
な
で
入
る
お
風
呂

い
も
う
と
が
ふ
え
て　

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

せ
ま
い
ね
っ
て
い
い
な
が
ら　

み
ん
な
で
ゆ
で
た
こ

◆
岩
手
町
立
東
部
中
学
校

　

 

三
年

　山
﨑　

文
也

大
会
が
終
わ
っ
て「
オ
レ
の
シ
ュ
ー
ト
ど
う
だ
っ
た
」と
聞
い
た
。

「
へ
た
く
そ
だ
っ
た
」と
兄
、「
ま
あ
ま
あ
か
な
」と
父
は
い
う
。

く
や
し
い
け
ど
、ま
た
聞
き
た
く
な
る
ん
だ
よ
な
あ
、家
に
帰
る
と
。

教
育
長
賞
（
４
作
品
）

◆
盛
岡
市
立
見
前
小
学
校

　

 

一
年　

中
野　

颯
馬

ば
あ
ち
ゃ
ん　

ぼ
く
ね
な
ん
に
も
す
る
こ
と
が
な
く
て

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
と 

せ
な
か
に 

く
も
が
い
る
み
た
い
に

む
ず　

む
ず
し
て
か
ゆ
く
な
る
よ

◆
一
関
市
立
大
東
中
学
校 

　二
年　

佐
藤　

菜
樹

何
か
あ
っ
た
時　

怒
る
時　

い
つ
も
口
う
る
さ
い
お
母
さ
ん

お
母
さ
ん
言
っ
て
た
よ
ね　

怒
ら
れ
て
る
う
ち
が
花
だ
よ
っ
て

怒
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
き
っ
と　

そ
の
花
は
し
ぼ
ん
じ
ゃ
う
よ
ね

◆
奥
州
市
立
南
都
田
幼
稚
園

　
 

五
歳　

山
田　

侑
佳

お
か
あ
さ
ん

こ
の
ご
は
ん　

お
い
し
い
よ

お
か
あ
さ
ん
の　

て
の
あ
じ
が
す
る

◆
保
護
者
・
一
般 

久
慈
市

　二
ツ
神　

麻
衣
子

あ
の
頃
と
変
わ
ら
ぬ
寝
顔　

髪
を
な
で

叱
り
す
ぎ
た
と
懺
悔
す
る

本
当
は　

元
気
で
い
た
ら　

何
も
い
ら
な
い

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞
（
３
作
品
）

◆
盛
岡
市
立
仙
北
小
学
校

　

 

四
年　

藤
澤　

遼
樹

ぼ
く
、
く
つ
の
サ
イ
ズ
が
お
母
さ
ん
と
同
じ
に
な
っ
た
よ

お
母
さ
ん
が
早
く
お
仕
事
か
ら
帰
り
た
い
日
は
教
え
て
ね

ぼ
く
の
ま
ほ
う
の
く
つ
を
か
し
て
あ
げ
る
か
ら
ね

◆
一
関
市
立
一
関
中
学
校

　

 

二
年　

荒
舘　

香
純

帰
り
道
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
迎
え
に
来
て
カ
バ
ン
積
ん
で
く
れ
た
。

自
転
車
を
押
す
背
中
が
何
だ
か
切
な
い
。

「
あ
り
が
と
う
」と
言
え
な
い
も
ど
か
し
さ
、こ
れ
っ
て
成
長
の
証
し
か
な
。

◆
保
護
者
・
一
般 

奥
州
市　

伊
藤　

由
美
子

仕
事
帰
り
の
す
ご
い
夕
焼
け
空

見
せ
て
あ
げ
た
く
て　

家
に
電
話
し
た

「
き
れ
い
だ
ね
え
」
っ
て
素
直
な
言
葉
い
つ
ま
で
聞
け
る
か
な
あ

第
１
回
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

〜
親
子
で
話
そ
う
！
家
族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー
ル
〜

　

岩
手
町
立
東
部
中
の
山
﨑
文
也
君
と
宮
古
市
立
千
徳
小
の

菊
地
輝
君
の
作
品
が
全
国
か
ら
公
募
の
あ
っ
た
５
２
２
５
作

品
の
中
か
ら
佳
作
13
作
品
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

三行詩コンクール
2010年度入賞作品の紹介

やっぱり家族っていいナ／いわて家庭の風景

祝
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お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
地
域

の
人
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
卒
業
し
た
人
の

参
加
可
能
、と
い
う
こ
と
で「
出

番
で
す
よ
委
員
会
」
が
出
来
ま

し
た
。

　

現
在
も
新
陳
代
謝
を
繰
り
返

し
な
が
ら
４０
人
を
超
え
る
規
模

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
支
援
す
る
一
方
で
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
の
人
な
の
だ
と
い

う
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
防
犯
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
城
南
小
で

は
、
２
０
０
７
年
に
「
ふ
れ
あ

い
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
組
織
し

ま
し
た
。
各
自
治
会
町
内
会
の

役
員
有
志
の
協
力
に
よ
っ
て
２

０
０
名
を
超
え
る
組
織
が
瞬
く

間
に
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
年
、
褒
め
上
手
の
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
方
か

ら
「
盛
岡
市
内
で
城
南
ふ
れ
あ

い
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
並
ぶ
も
の

は
無
い
」
と
言
わ
れ
る
位
大
き

な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
は

子
ど
も
会
育
成
会
が
形
骸
化
せ

ず
に
活
動
を
続
け
、
町
内
会
と

の
関
係
を
保
ち
続
け
て
こ
れ
た

事
が
大
き
い
の
で
す
。
さ
ら
に

出
番
で
す
よ
委
員
会
や
保
護
者

有
志
と
も
有
機
的
に
絡
み
合
う

こ
と
で
学
校
と
地
域
が
と
も
に

敷
居
が
低
く
な
り
「
挨
拶
運

動
」
や
「
子
ど
も
の
見
守
り
」

に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
４
年
が
経
ち
ま

す
が
勢
い
は
衰
え
知
ら
ず
で
す
。

地
域
の
力
っ
て
本
当
に

す
ご
い

　

い
じ
め
は
地
域
の
力
で
防
ぐ

こ
と
の
出
来
る
面
が
あ
り
ま

す
。
一
例
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
に
教
育
振
興
運
動
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
に
は
学

校
現
場
が
関
わ
ら
な
い
場
合
も

あ
り
、
勝
利
の
た
め
に
教
育
よ

り
は
競
争
を
強
い
る
例
が
あ
り

ま
す
。
親
子
と
も
、
そ
の
方
向

に
進
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
が

教
育
振
興
運
動
を
理
解
し
て
い

れ
ば
中
学
に
進
学
し
た
時
に
部

活
動
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
出
身

者
と
他
校
出
身
の
生
徒
と
の
間

の
い
じ
め
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
を

超
え
た
学
区
内
小
中
学
校
の
交

流
も
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る

た
め
に
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

小
学
校
と
中
学
校
の
先
生
の

意
識
の
違
い
や
各
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
考
え
方
を
互
い
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
中
学
入

学
時
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
る
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

盛
岡
ち
び
っ
こ
さ
ん
さ

運
営
委
員
会
の
活
動

　
「
ち
び
っ
こ
さ
ん
さ
」
は
今

年
２3
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
盛

岡
市
の
広
報
で
小
学
生
を
中
心

に
募
集
し
ま
す
が
、
市
内
全
域

の
他
に
紫
波
、
矢
巾
、
滝
沢
か

ら
も
参
加
し
、
毎
年
２
０
０
名

前
後
の
団
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ち
び
っ
こ
さ
ん
さ
出
身
の

子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
、
ミ

ス
さ
ん
さ
や
ミ
ス
太
鼓
に
多
数

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
三
〜
四
歳

児
か
ら
小
学
校
6
年
生
迄
と
い

う
異
年
齢
集
団
の
構
成
の
た

め
、
こ
の
中
で
育
ち
鍛
え
ら
れ

る
技
術
、
勇
気
、
思
い
や
り
、

判
断
力
等
は
想
像
以
上
に
大
き

い
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
は
子

ど
も
達
の
健
全
育
成
に
極
め
て

有
効
に
働
い
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ん
さ
友
だ
ち
」
と
い
う

言
葉
が
子
ど
も
達
の
間
で
い
つ

の
間
に
か
出
来
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
世

界
観
で
は
他
地

域
の
子
ど
も
と

友
だ
ち
に
な
る

の
は
異
文
化
の

激
突
で
も
あ
り

ま
す
。
長
年
取

り
組
ん
で
思
う

こ
と
は
規
律
あ

る
子
ど
も
た
ち

の
相
互
交
流
に

多
い
に
貢
献
で
き
た
こ
と
や
道

具
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
丁
寧

な
挨
拶
を
す
る
こ
と
を
厳
し
く

教
え
る
事
が
出
来
た
こ
と
も
ち

ろ
ん
で
す
が
母
親
を
中
心
と
し

た
保
護
者
に
対
し
て
伝
承
文
化

や
和
の
文
化
も
三
世
代
を
通
じ

て
継
承
で
き
る
こ
と
で
す
。
針

や
糸
を
持
っ
た
こ
と
の
な
い
母

親
が
子
ど
も
の
た
め
に
浴
衣
の

肩
揚
げ
腰
揚
げ
や
着
付
け
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
に
迫

ら
れ
て
自
分
の
親
や
地
域
の
お

年
寄
り
に
方
法
を
聞
く
こ
と
に

よ
り
交
流
が
生
ま
れ
、
地
域
の

活
動
に
取
り
組
み
は
じ
め
る
と

い
う
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ね
、
地
域
活
動
っ
て
、
意
外

に
楽
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

何
か
の
活
動
に
取
り
組
も
う
と

考
え
て
い
る
人
の
背
中
を
押
す

こ
と
が
出
来
た
な
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
。

交
通
指
導
員
と
し
て

学
ん
だ
こ
と

　

交
通
指
導
員
を
始
め
た
の
は

青
年
会
議
所
の
活
動
に
熱
中

し
、
少
年
補
導
員
な
ど
の
地
域

活
動
に
目
覚
め
た
3０
歳
代
後
半

で
し
た
。
あ
る
先
輩
か
ら
「
そ

ろ
そ
ろ
地
域
の
た
め
に
活
動
す

る
時
期
だ
よ
ね
。」
と
言
わ
れ
、

軽
く「
そ
う
で
す
ね
。」と
答
え

た
ら
次
の
日
に
交
通
指
導
員
の

申
請
書
が
届
い
て
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
そ
れ
か
ら
１４
年
。

　

土
日
、
夏
季
冬
季
な
ど
の
長

期
休
暇
を
除
い
て
ほ
ぼ
毎
日
毎

朝
、
交
通
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。
通
学
途
中
に
会
う
下
小
路

中
学
校
生
や
立
哨
場
所
の
城
南

小
の
児
童
や
盛
岡
二
高
生
た
ち

と
い
つ
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
笑
顔
を
添
え
て
挨

拶
を
交
わ
し
ま
す
。
習
慣
と
連

続
の
力
は
大
き
く
春
の
入
学
時

に
は
挨
拶
を
し
な
い
中
高
生
も

夏
頃
に
は
自
分
か
ら
挨
拶
を
し

て
く
れ
ま
す
。
通
勤
途
中
の
人

も
み
ん
な
挨
拶
を
交
わ
し
て
く

れ
ま
す
。
子
ど
も
達
と
の
朝
の

挨
拶
で
活
力
が
出
て
き
ま
す
。

元
気
が
出
ま
す
。「
挨
拶
は
魔

法
の
言
葉
」
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で

　

２
０
０
０
年
に
城
南
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
を
受
け
て
会
議
に
出

席
し
た
と
き
女
性
５０
に
対
し
男

性
2
と
い
う
比
率
に
驚
き
、
困

惑
し
ま
し
た
。
慣
れ
る
の
に
は

時
間
を
要
し
ま
し
た
。
折
し
も

父
親
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
加
が
叫
ば

れ
、
親
父
の
会
が
出
来
は
じ
め

て
い
た
頃
で
す
。
当
時
の
会
長

に
そ
の
仕
事
を
振
ら
れ
、
作
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
う
に
も
親
父
の
会
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
抵
抗
感
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
当
初
「
お

父
さ
ん
出
番
で
す
よ
委
員
会
」

と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た

が
、
父
親
以
外
は
ダ
メ
な
の

か
？
と
言
う
疑
問
か
ら
、
お
と

う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
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提　
言

地
域
活
動
っ
て
意
外
に
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市　

交
通
指
導
員　
　

　佐

　藤

　輝

　夫

（
小
学
生
の
部
）

優
良
賞
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
盛
岡
市
立
好
摩
小
学
校　

四
年�

和
山　

歩
加

休
み
の
日
、お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
た
ら

「
じ
ょ
う
ず
に
な
っ
た
な
」
だ
っ
て
。

来
週
は
、
あ
と
一
歩
う
し
ろ
か
ら
に
し
よ
う
か
。

◆
宮
古
市
立
千
徳
小
学
校　

一
年�

菊
地　
　

輝

ぼ
く
の
と
な
り
は　

お
か
あ
さ
ん

は
ん
た
い
の
と
な
り
は　

お
と
う
さ
ん

あ
さ
ま
で
い
っ
し
ょ
に　
お
や
す
み
な
さ
い

　
◆
盛
岡
市
立
大
新
小
学
校　

五
年�

佐
藤　

佑
亮

宿
題
は
自
分
の
部
屋
で
や
り
な
さ
い

父
に
言
わ
れ
て
ム
ッ
と
し
て

結
局
最
後
は
居
間
で
す
る

◆
奥
州
市
立
胆
沢
愛
宕
小
学
校　

六
年�

渡
辺　

凌
平

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い
る
母
。

で
も
ぼ
く
は
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
め
の
母
が
好
き
。

な
ん
だ
か
そ
の
方
が
安
心
で
き
る
か
ら
。

◆
一
関
市
立
一
関
小
学
校　

六
年�

三
浦　

結
花

家
族
と
は
、血
が
つ
な
が
っ
て
い
る
人
だ
と
思
っ
て
い
た
。

だ
が
し
か
し
心
と
心
を
か
よ
わ
せ
て
い
る
人
だ
と
分
か
っ
た
。

人
と
言
う
存
在
は
、だ
れ
か
と
き
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
存
在
だ
。

◆
岩
泉
町
立
門
小
学
校　

四
年�

山
岸　

彩
乃

毎
日
ま
い
に
ち
、私
と
け
ん
か
ば
っ
か
り
す
る
け
ど

私
が
こ
こ
に
い
る
の
は
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ

流
れ
星
に
妹
が
ほ
し
い
っ
て
お
願
い
し
て
く
れ
た
か
ら

佳
作
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
盛
岡
市
立
杜
陵
小
学
校　

五
年�

浅
沼　

拓
斗

お
母
さ
ん
ぎ
ゅ
っ
と
さ
れ
る
と
お
日
さ
ま
み
た
い
に
い
い
に
お
い

た
ま
に
か
み
な
り
お
ち
る
け
ど

い
つ
も
ぼ
く
の
お
日
さ
ま
あ
っ
た
か
い

◆
盛
岡
市
立
河
北
小
学
校　

五
年�

熊
谷　

洋
希

コ
ン　

コ
ン　

パ
カ
ッ　

ジ
ュ
ウ

お
母
さ
ん
の
と
く
い
な　

目
玉
や
き

お
か
わ
り
す
る
よ　

朝
ご
は
ん　

◆
盛
岡
市
立
永
井
小
学
校　

三
年�

小
笠
原　

大
也

「
た
だ
い
ま
」
と
言
う
と

「
お
か
え
り
」
と
答
え
る　

お
じ
い
ち
ゃ
ん　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ぼ
く
の
お
か
え
し
は　

か
た
も
み
だ

◆
紫
波
町
立
片
寄
小
学
校　

一
年�

城
取　
　

楓

７
に
ん
か
ぞ
く
の
よ
る
ご
は
ん

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
た
べ
る
と
お
い
し
い
ね

な
ん
だ
か　

か
ぞ
く
の
あ
じ
が
す
る

◆
奥
州
市
立
佐
倉
河
小
学
校　

六
年�

石
川　

夏
澄

歯
み
が
き
し
な
が
ら　

か
た
な
ら
べ

「
お
母
さ
ん
に　

追
い
つ
く
よ
」
と

鏡
の
前
で　

せ
の
び
す
る

◆
奥
州
市
立
羽
田
小
学
校　

一
年�

佐
々
木　

純
名

「
い
っ
て
き
ま
す
」

う
し
ろ
を
見
た
ら
ね
、

お
母
さ
ん
は
、ず
っ
と
手
を
ふ
っ
て
見
て
い
て
く
れ
た
よ
。

◆
一
関
市
立
赤
荻
小
学
校　

四
年�

千
葉　

悠
生

家
族
み
ん
な
が　

ぼ
く
を
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る

が
ん
ば
っ
た
ね　

よ
か
っ
た
ね　

す
ご
か
っ
た
ね

家
族
の
言
葉
は　

ぼ
く
の　

や
る
気
ス
イ
ッ
チ

◆
遠
野
市
立
遠
野
北
小
学
校　

四
年�

正
部
家　

大
輝

僕
と
母
さ
ん
は
鏡
だ
よ

僕
が
笑
う
と
母
さ
ん
も
笑
う

僕
が
泣
く
と
母
さ
ん
も
泣
く
よ

◆
岩
泉
町
立
門
小
学
校　

四
年�
澤　
　

美
里

こ
ま
っ
た
と
き
心
の
中
で
お
母
さ
ん
を
よ
ぶ

す
る
と
、
笑
顔
の
お
母
さ
ん
。

会
え
な
い
け
れ
ど「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」と
安
心
で
き
る
。

◆
久
慈
市
立
宇
部
小
学
校　

三
年�

中
村　

出
海

ま
っ
て
い
ま
し
た
！

パ
パ
か
ら
の「
今
度
帰
る
よ
」と
い
う
電
話

見
え
な
い
の
に
、お
も
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
し
ま
う

（
中
学
生
の
部
）

優
良
賞
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
北
上
市
立
江
釣
子
中
学
校　

二
年�

小
原　

早
織

最
後
の
一
本
あ
ま
っ
た
ア
イ
ス

そ
れ
だ
け
の
た
め
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

そ
ん
な
家
族
も
大
好
き
だ

◆
山
田
町
立
豊
間
根
中
学
校　

一
年�

吉
川　

奈
央

お
父
さ
ん
に　

似
て
る
っ
て
言
わ
れ
る

お
父
さ
ん
の
前
で
は　

ヤ
ダ
っ
て
言
う
け
ど

本
当
は　

ち
ょ
っ
と　

う
れ
し
か
っ
た
り
す
る
ん
だ

◆
盛
岡
市
立
城
西
中
学
校　

二
年�

堰
合　

瑠
華

つ
ら
い
時
、
悩
ん
で
い
る
時

優
し
く
待
っ
て
い
る
家
族
の
笑
顔

私
の
一
番
の
特
効
薬

◆
遠
野
市
立
宮
守
中
学
校　

一
年�

伊
藤　

和
貴

昨
日
、
お
母
さ
ん
と
け
ん
か
し
た　

お
弁
当
作
っ
て
く
れ
る
か
心
配
だ
っ
た

で
も
今
日
、
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た

帰
っ
た
ら
あ
や
ま
ろ
う
か
な

◆
山
田
町
立
豊
間
根
中
学
校　

三
年�

芳
賀　

牧
奈

い
つ
の
ま
に
か　

背
筋
を
ピ
ン
と
の
ば
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
く
せ
で
す

わ
た
し
は
母
さ
ん
の
背
中
を
見
て　

生
き
て
い
ま
す

佳
作
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
花
巻
市
立
矢
沢
中
学
校　

一
年�

浅
沼　

春
香

顔
も　

に
あ
う
服
の
色
も　

違
う
け
ど

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と
同
じ
だ
ね
」
と

言
わ
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い

◆
北
上
市
立
和
賀
西
中
学
校　

一
年�

狩
野　

千
遙

心
で
は
分
か
っ
て
る
け
ど　

は
ず
か
し
く
て
な
か
な
か
言
え
な
い
こ
の
一
言
。

い
つ
か
、
言
え
る
と
い
い
な
ぁ

「
家
族
が
一
番
好
き
だ
よ
」
っ
て
。

◆
一
関
市
立
中
里
中
学
校　

一
年�

田
中　

美
沙

友
達
と
け
ん
か
し
た　

あ
や
ま
れ
な
か
っ
た

お
父
さ
ん
が
お
こ
っ
た　

は
げ
ま
し
て
く
れ
た　

勇
気
が
出
た

明
日
は
か
な
ら
ず　

あ
や
ま
ろ
う「
あ
り
が
と
う　

お
父
さ
ん
」

◆
一
関
市
立
中
里
中
学
校　

二
年�

田
中　

美
紅

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は　

少
し
シ
ャ
イ

い
つ
も
ム
ッ
と
し
て
い
る　

本
当
は
う
れ
し
い
く
せ
に

母
さ
ん
と
け
ん
か
を
し
て
も　

ム
ッ
と
。
お
父
さ
ん
ら
し
い
ね

◆
一
関
市
立
興
田
中
学
校　

一
年�

菊
池　

允

「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
の
あ
い
さ
つ
が　

い
つ
の
ま
に
や
ら

「
腹
へ
っ
た
」「
夕
飯
だ
」
に
か
わ
っ
た　

我
が
家

部
活
で
帰
り
が
遅
く
て
も
、
私
が
帰
っ
て
か
ら
囲
む
食
卓
っ
て
い
い
よ
ね
。

◆
大
船
渡
市
立
第
一
中
学
校　

二
年�

新
沼　

南

「
大
嫌
い
だ
」
今
ま
で
そ
れ
を
何
度
思
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う

「
大
好
き
だ
」
今
ま
で
そ
れ
を
何
度
思
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う

い
つ
も
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る　

私
の
家
族
に
対
し
て

◆
大
船
渡
市
立
大
船
渡
中
学
校　

三
年�

吉
田　

汐
里

子
ど
も
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い　

大
人
の
苦
労
を

大
人
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い　

子
ど
も
の
悩
み
を

で
も
、
親
子
で
な
ら
分
か
る　

自
分
た
ち
の
最
高
の
愛
を

◆
大
船
渡
市
立
綾
里
中
学
校　

三
年�

伊
藤　

夢
乃

顔
を
見
る
と　

素
直
に
言
え
な
い
ん
だ
け
ど

ホ
ン
ト
は　

い
つ
も
心
の
中
で
呟
い
て
い
る
ん
だ

「
あ
り
が
と
う
」
っ
て

◆
大
船
渡
市
立
綾
里
中
学
校　

三
年�

佐
藤　

裕
太

夜
遅
く　

明
る
い
電
気
と
機
械
の
音

目
を
こ
す
り
な
が
ら　

ジ
ャ
ー
ジ
の
穴
を
ふ
さ
い
で
た

あ
り
が
と
う　

お
か
あ
さ
ん
！

◆
釜
石
市
立
釜
石
中
学
校　

二
年�

葛
西　

流
聖

お
父
さ
ん
は　

め
り
は
り

お
母
さ
ん
は　

や
さ
し
さ

ぼ
く
の
両
親
の
自
ま
ん
の
よ
い
所
で
す
。

◆
宮
古
市
立
第
一
中
学
校　

三
年�

中
里　

葵

「
お
は
よ
う
」
と
言
え
ば
「
お
は
よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る

「
お
や
す
み
」
と
言
え
ば
「
お
や
す
み
」
と
言
っ
て
く
れ
る

こ
れ
を｢

幸
せ｣

っ
て
い
う
の
か
な

◆
久
慈
市
立
久
慈
中
学
校　

二
年�

中
野　

拓
海

こ
と
あ
る
た
び
に
「
具
合
悪
い
の
？
」
と
聞
い
て
く
る

心
配
し
す
ぎ
で
困
る
け
ど

そ
の
心
配
が
少
し
う
れ
し
い
。

（
幼
稚
園
児
の
部
）

優
良
賞
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
一
関
市
立
真
滝
幼
稚
園　

四
歳�

佐
藤　

虹
春

そ
ら
に
く
も
が
な
い
の
は
ね

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が　

そ
ら
の
う
え
で

く
も
を　

ど
っ
か
に
と
ば
し
て
る
ん
だ
よ

◆
久
慈
市　

い
な
り
保
育
園　

四
歳�

宅
石　
　

結

お
兄
ち
ゃ
ん　

音
読
じ
ょ
う
ず
だ
ね

結
も
マ
マ
も　

覚
え
た
よ

は
や
く　

一
年
生
に
な
り
た
い
な

　

（
保
護
者
・
一
般
の
部
）

優
良
賞
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
盛
岡
市 

下
川　

祝
子

心
に　

冷
た
い
風
が　

吹
い
た
日
は

足
早
に
帰
っ
て
お
い
で

ふ
く
ふ
く
笑
顔
の　

家
族
の
も
と
へ

◆
盛
岡
市 

荒
澤　

牧
子

お
兄
ち
ゃ
ん
が　

初
め
て
取
れ
た
優
勝
旗
。

障
害
の
あ
る
弟
寝
た
き
り
の
ひ
い
お
ば
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
家
族
の
支
え
で
つ
か
ん
だ
勝
利
。

お
め
で
と
う　

８
年
越
し
の
一
本
勝
ち
。　

◆
盛
岡
市 

菅
原　

登
志
子

思
い
が
け
な
く　

真
っ
す
ぐ
育
っ
て
い
る
ね　

と
言
わ
れ
て

な
ん
だ
か　

思
春
期
ま
っ
さ
か
り
の
息
子
が　

誇
ら
し
か
っ
た

親
子
の
会
話
が
多
い
お
か
げ
か
な

◆
宮
古
市 

大
浦　

み
ど
り　

�

父
が
届
け
て
く
れ
た
取
れ
た
て
野
菜
で　

ど
ん
な
料
理
を
作
ろ
う
か

野
菜
を
お
い
し
く
仕
上
げ
た
ら　

パ
パ
も
娘
も
ほ
ら
笑
顔

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
と　

笑
顔
の
食
卓
始
ま
る
ね

佳
作
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
盛
岡
市 

下
又　

拓
也

た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

悩
ん
だ
と
き
も
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

好
き
な
釣
り　

ま
た
行
こ
う
ね　
お
父
さ
ん

◆
八
幡
平
市 

田
村　

和
香

財
布
見
な
が
ら　

つ
ら
い
な
あ
と　

た
め
息
つ
く
私
。

♫
つ
ら
い
時
こ
そ　

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
♪
と　

踊
っ
て
く
れ
た
息
子
。

そ
う
だ
、
踊
っ
て
し
ま
お
う
‼

◆
一
関
市 

佐
藤　

洋
子

小
学
校
最
後
の
野
球
大
会
ま
で
あ
と
わ
ず
か

喜
び
も
悲
し
み
も
共
に
し
て
き
た
４
年
間
が
、
今
、
涙
で
染
ま
っ
て
い
く

強
い
日
差
し
の
下
で
、真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
そ
の
腕
は　

私
達
の
誇
り
で
す
。

◆
陸
前
高
田
市 

村
上　

洋
子

私
は
産
ん
だ
だ
け
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
息
子
が
結
婚
す
る
よ
。

車
椅
子
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
。右
手
が
動
か
な
く
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
。

息
子
の
晴
れ
姿
、花
嫁
さ
ん
の
笑
顔　

一
緒
に
お
祝
い
し
よ
う
よ
。


